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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第１四半期
連結累計期間

第82期
第１四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (百万円) 50,649 51,580 223,927

経常利益 (百万円) 4,024 4,657 17,275

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 4,016 3,410 15,163

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 8,313 4,996 21,372

純資産額 (百万円) 154,693 165,389 167,723

総資産額 (百万円) 299,762 311,821 313,863

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 100.82 85.63 380.64

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.6 53.0 53.4

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載していません。

４ 平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施したため、前

連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定していま

す。

５ 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっています。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

「第２ 事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しています。

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生していません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものです。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っています。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の成長を背景に輸出が持ち直すなど、企業部門にけん

引され、緩やかな回復基調で推移しました。そのような中、建設業界においては、民間投資を中心に建設投資が底堅

さを維持したことから、堅調な経営環境が続きました。

当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期間に比べ1.8％増加した51,580百万円となりました。損益面では、建

築事業の売上総利益率の改善等により、売上総利益は同11.0％増加した7,868百万円、営業利益は同14.7％増加した

3,752百万円、経常利益は同15.7％増加した4,657百万円となりましたが、法人税等が増加したこと等により、親会社

株主に帰属する四半期純利益は同15.1％減少した3,410百万円となりました。

セグメントの経営成績は次のとおりです。

(土木事業)

受注高は前年同期間に比べ12.8％増加した20,241百万円、売上高は同11.2％増加した21,898百万円、営業利益は

同14.6％減少した1,277百万円となりました。

(建築事業)

受注高は前年同期間に比べ20.4％減少した13,396百万円、売上高は同4.9％減少した27,633百万円、営業利益は同

50.4％増加した1,542百万円となりました。

(不動産事業)

売上高は前年同期間に比べ24.4％増加した1,290百万円となり、営業利益は同27.6％増加した908百万円となりま

した。

(その他)

売上高は前年同期間に比べ12.4％減少した758百万円となり、営業利益は同41.8％減少した19百万円となりまし

た。
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②財政状態

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は311,821百万円、負債合計は146,432百万円、純資産合計は165,389百万円

となりました。また、当社グループの自己資本比率は53.0％(前連結会計年度末は53.4％)となりました。

(資産)

現金預金、有価証券が増加しましたが、受取手形・完成工事未収入金等が減少したこと等により、前連結会計年

度末に比べ2,041百万円減少した311,821百万円となりました。

(負債)

支払手形・工事未払金等が減少しましたが、未成工事受入金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ

292百万円増加した146,432百万円となりました。

(純資産)

配当金の支払い等により利益剰余金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ2,334百万円減少した

165,389百万円となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(3) 研究開発活動

当社グループの当第１四半期連結累計期間における研究開発に要した費用の総額は308百万円となりました。

　なお、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 45,665,226 45,665,226
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株です。

計 45,665,226 45,665,226 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成30年６月30日 ― 45,665 ― 19,838 ― 25,322

(5) 【大株主の状況】

　 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

① 【発行済株式】

平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

5,832,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

396,391 ―
39,639,100

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
193,626

発行済株式総数 45,665,226 ― ―

総株主の議決権 ― 396,391 ―

② 【自己株式等】

平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式） 大阪市阿倍野区松崎町
二丁目２番２号

5,832,500 ― 5,832,500 12.77
株式会社奥村組

計 ― 5,832,500 ― 5,832,500 12.77

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しています。

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 45,942 69,305

受取手形・完成工事未収入金等 ※1 112,287 ※1 79,652

有価証券 10,999 18,000

販売用不動産 705 643

未成工事支出金 5,547 5,277

不動産事業支出金 3,215 3,168

仕掛品 865 1,608

材料貯蔵品 41 46

その他 11,652 8,941

貸倒引当金 △786 △579

流動資産合計 190,470 186,063

固定資産

有形固定資産

土地 31,250 31,193

その他（純額） 14,064 13,901

有形固定資産合計 45,314 45,094

無形固定資産 280 273

投資その他の資産

投資有価証券 74,759 77,360

退職給付に係る資産 2,409 2,405

その他 2,690 2,635

貸倒引当金 △2,060 △2,011

投資その他の資産合計 77,798 80,389

固定資産合計 123,393 125,757

資産合計 313,863 311,821
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 58,985 51,270

短期借入金 11,659 9,612

未払法人税等 2,707 525

未成工事受入金 16,013 22,297

引当金 4,940 1,957

工事損失引当金 2,344 1,393

資産除去債務 104 104

その他 33,102 39,440

流動負債合計 129,856 126,601

固定負債

長期借入金 3,141 5,141

資産除去債務 64 64

その他 13,077 14,625

固定負債合計 16,283 19,830

負債合計 146,140 146,432

純資産の部

株主資本

資本金 19,838 19,838

資本剰余金 25,330 25,330

利益剰余金 98,265 94,347

自己株式 △12,688 △12,689

株主資本合計 130,746 126,826

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,838 36,500

退職給付に係る調整累計額 2,138 2,062

その他の包括利益累計額合計 36,977 38,562

純資産合計 167,723 165,389

負債純資産合計 313,863 311,821
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高

完成工事高 48,747 49,531

不動産事業等売上高 1,902 2,048

売上高合計 50,649 51,580

売上原価

完成工事原価 42,590 42,786

不動産事業等売上原価 969 925

売上原価合計 43,560 43,711

売上総利益

完成工事総利益 6,156 6,745

不動産事業等総利益 933 1,123

売上総利益合計 7,089 7,868

販売費及び一般管理費 3,817 4,115

営業利益 3,271 3,752

営業外収益

受取利息 19 10

受取配当金 646 679

貸倒引当金戻入額 97 223

その他 35 52

営業外収益合計 799 966

営業外費用

支払利息 35 35

為替差損 3 17

その他 7 8

営業外費用合計 46 61

経常利益 4,024 4,657

特別利益

固定資産売却益 38 21

特別利益合計 38 21

特別損失

固定資産売却損 - 42

投資有価証券評価損 0 -

固定資産除却損 1 3

特別損失合計 1 46

税金等調整前四半期純利益 4,061 4,632

法人税、住民税及び事業税 48 459

法人税等調整額 △3 762

法人税等合計 44 1,222

四半期純利益 4,016 3,410

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,016 3,410
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 4,016 3,410

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,325 1,661

退職給付に係る調整額 △29 △76

その他の包括利益合計 4,296 1,585

四半期包括利益 8,313 4,996

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,313 4,996

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しています。

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれています。

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

受取手形 67百万円 0百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりです。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 243百万円 280百万円

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 6,573 33 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 7,329 184 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金

(注) 平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しています。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木事業 建築事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,698 29,048 1,036 49,783 865 50,649 ― 50,649

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― 8 8 2 11 △11 ―

計 19,698 29,048 1,045 49,792 868 50,660 △11 50,649

セグメント利益 1,496 1,025 711 3,234 33 3,267 4 3,271

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の製造及び販売に

関する事業を含んでいます。

２ セグメント利益の調整額４百万円はセグメント間取引消去等です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木事業 建築事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 21,898 27,633 1,290 50,822 758 51,580 ― 51,580

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― 9 9 185 194 △194 ―

計 21,898 27,633 1,299 50,831 944 51,775 △194 51,580

セグメント利益 1,277 1,542 908 3,729 19 3,748 4 3,752

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の製造及び販売に

関する事業を含んでいます。

２ セグメント利益の調整額４百万円はセグメント間取引消去等です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 100.82 85.63

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 4,016 3,410

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る
親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円)

4,016 3,410

普通株式の期中平均株式数(千株) 39,840 39,832

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２ 平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施したため、

前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しています。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成30年８月７日

株式会社 奥村組

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 生 越 栄美子 印

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 奥 村 孝 司 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社奥村組

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社奥村組及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年８月10日

【会社名】 株式会社奥村組

【英訳名】 ＯＫＵＭＵＲＡ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 奥 村 太加典

【最高財務責任者の役職氏名】 ―

【本店の所在の場所】 大阪市阿倍野区松崎町二丁目２番２号

【縦覧に供する場所】 株式会社奥村組東日本支社

(東京都港区芝五丁目６番１号)

株式会社奥村組名古屋支店

(名古屋市中村区竹橋町29番８号)

株式会社東京証券取引所

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号）



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長奥村太加典は、当社の第82期第１四半期(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)の四

半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

２ 【特記事項】

特記すべき事項はありません。
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